
令和元年度 情報の科学 シラバス 

１．学習の到達目標等 

２．評価の観点 

（ア）関心・意欲・態度 （イ）思考・判断・表現 （ウ）技能 （エ）知識・理解 

情報や情報社会に関心をも

ち，身のまわりの問題を解決

するために，自ら進んで情報

及び情報技術を活用し，社会

の情報化の進展に主体的に

対応しようとする。 

情報や情報社会における身

のまわりの問題を解決する

ため情に，情報に関する科学

的な見方や考え方を活かす

とともに情報モラルを踏ま

えて，思考を深め，適切に判

断し表現している。 

情報及び情報技術を活用す

るための基礎的・基本的な技

能を身に付け，目的に応じて

情報及び情報技術を適切に

扱っている。 

情報及び情報技術を活用す

るための基礎的・基本的な知

識を身に付け，社会における

情報及び情報技術の意義や

役割を理解している。 

３．年間学習指導計画及び評価方法等 

 

 

 

情報の科学 
単位数 ２単位 

学科・学年・学級 普通科 第３学年 

 

学習の到達目標 

１ 情報社会を支える情報技術の役割や影響を理解させる 

２ 情報と情報技術を問題の発見と解決に効果的に活用するための科学的な考え方を習得させ

る 

３ 情報社会の発展に主体的に寄与する能力と態度を育てる。 

使用教科書・副教材等 教科書：最新社会と情報（実教出版） 

月 章 節 
時 

間 
指 導 内 容 評価基準 評価方法 

４
月 オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

１ オリエン

テーション 

２ 

学習の目標や内容、学習方法、評価方

法を理解する 

コンピュータ教室でのマナーを理解

する 

IT 技術が、自分の将来にどうかかわ

っていくかを考える 

自己紹介の文章を作成し、ファイルの

保存、読み込み、共有フォルダの使い

方を確認する 

学習内容や方法、評価について理

解できたか 

ワークシート 

アンケート 

行動観察 

序
章 

情
報
社
会
と
私
た
ち 

１  情報化の

光 

２  情報化の

影 

３  情報社会

のモラルとマ

ナー 
１ 

情報技術や、それによって実現さ

れるコミュニケーションなど、情報化

の明るい側面と、ものと情報の違い

を学ぶ。 

電子掲示板での誹謗・中傷、ネット

ワークを利用した犯罪、個人情報

の流出など、情報化の暗い側面を

学ぶ。 

情報の信憑性を判断すること、情

報技術を理解すること、法律に従

い、モラルとマナー守ることの重要

性を学ぶ。 

・情報社会のモラルとマナーに興

味を持っているか。 

・情報化の進展に伴って生じた

様々な課題について考えられる

か。 

・コンピュータウイルスや個人情

報の流出に備えて適切な対策を

取ることができるか。 

・情報の特徴，情報社会の光の部

分と影の部分について理解でき

るか。 

ワークシート 

行動観察 

考査試験 



５
月 １

節 

情
報
の
表
し
方 

１ アナログと

ディジタル 

２  情報量と

単位 

３ ２進数と１０

進数 
４ 

アナログとディジタルの違い、ディジ

タル化の特徴について学ぶ。 

カードの数字をあてるゲームから、情

報量について学ぶ。 

「Yes」「No」が「0」「1」で表される

2 進数になることを学ぶ。 

質問の回数が情報量に該当し、回答が

増えれば情報量も増えていくことを

理解し、情報量の単位について学ぶ。 

2 進数、10 進数、16 進数の関係を学

び、相互に変換できるようにする。 

・コンピュータ内部の数値の表現

に関心を持っているか。 

・適切な単位を用いて情報量を表

せるか。 

・図形をディジタル化できるか。 

・2 進数，10 進数，16 進数の相

互変換ができるか。 

・アナログとディジタルの違いに

ついて理解できるか。 

・論理演算と論理回路について理

解できるか。 

行動観察 

実習成果物 

ワークシート 

考査試験 

２
節 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
表
現 

１ 数値の表

現 

２ 文字の表

現 

３ 音の表現 

４ ディジタ

ル情報の特徴 

５ 画像の表

現 

６ データの

圧縮と効率化 

１ 

負の数が補数で表現されること、補数

を使った計算について学ぶ。 

コンピュータでの整数と実数の表現

について学ぶ。 

コンピュータ内部では文字がコード

で表されることを学ぶ。 

文字コードには、様々な種類があるこ

とを学ぶ。 

アナログ信号とディジタル信号の違

いについて学ぶ。 

音のディジタル化の仕組みについて

学ぶ。 

ディジタル化された情報の特徴につ

いて学ぶ。 

カラー画像の表現について学ぶ。 

画像のディジタル化、解像度、階調に

ついて学ぶ。 

図形・動画の表現について学ぶ。 

圧縮と伸張の仕組みについて学ぶ。 

可逆圧縮と非可逆圧縮の違いについ

て学ぶ。 

ファイルの種類と圧縮形式について

学ぶ。 

・コンピュータ内部での数字や文

字の表現に関心を持っているか。 

・データの圧縮やファイルの種類

に関心を持っているか。 

・コンピュータ内部での整数や実

数の扱いを表現できるか。 

・文章や画像など，データの種類

に応じて適切な圧縮方法を選択

できるか。 

・符号付きの 2 進数を 10 進数に

変換できるか。 

・音声，画像，動画をディジタル

化してコンピュータに取り込め

るか。 

・画像と動画のデータ量を計算で

きるか。 

・補数の概念と補数を用いた計算

について理解できるか。 

・音や画像の標本化，量子化，符

号化，データ量について理解でき

るか。 

・データの圧縮方法やファイルの

種類について理解できるか。 

実習成果物 

ワークシート 

行動観察 

考査試験 

６
月 

３
節 

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
仕
組
み 

１ コンピュ

ータの構成 

２ コンピュ

ータの動作 
２ 

人間をモデルにして、コンピュータの

構成要素について学ぶ。 

基本ソフトウェア、応用ソフトウェ

ア、インタフェースについて学ぶ。 

CPU内部の構成について学び、CPUの

動作を理解する。 

コンピュータ内部の計算の仕組みを

学ぶ。 

・コンピュータのハードウェアや

ソフトウェアに関心を持ってい

るか。 

・コンピュータの動作や計算の仕

組みについて論理的に説明でき

るか。 

・コンピュータの周辺機器を正し

く接続できるか。 

ワークシート 

行動観察 

考査試験 

１
節 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み 

１ ネットワ

ークの構成 

２ 情報通信

の取り決め 

３ インター

ネットの仕組

み 

７ 

ネットワークとその構成について学

ぶ。 

通信方式、接続形態、役割による分類

について学ぶ。 

情報伝達の仕組みについて学ぶ。 

プロトコルの階層化と各階層の役割

を学ぶ。 

IP アドレス、ドメイン名、DNS につ

いて学ぶ。 

WWW と電子メールの仕組み、ルー

ティングを学ぶ。 

・インターネットの仕組みに関心

を持っているか。 

・プロトコルや情報伝達の仕組み

について論理的に説明できるか。 

・IP アドレスやドメイン名の仕

組みについて説明できるか。 

・IP アドレスや MAC アドレスを

調べられるか。 

・ドメイン名から IP アドレスを

調べられるか。 

ワークシート 

行動観察 

考査試験 

２
節 

情
報
シ
ス
テ
ム
と
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

１ 情報シス

テムと情報の

流れ 

２ 情報セキ

ュリティ ４ 

情報システムの定義を理解し、身近な

情報システムについて学ぶ。 

情報システムにおける情報の流れ、個

人情報の扱いを学ぶ。 

利用者、管理者によるセキュリティ対

策について学ぶ。 

セキュリティ対策技術の例について

学ぶ。 

・情報セキュリティについて関心

を持っているか。 

・利用者によるセキュリティ対策

を考えられるか。 

・管理者によるセキュリティ対策

を考えられるか。 

・ウイルスに感染した時に適切な

対応を取ることができるか。 

実習成果物 

ワークシート 

行動観察 

考査試験 



 

 

７
月 １

節 

問
題
解
決 

１ 問題解決

の方法と手順 

２ 問題解決

の手法 

３ 問題解決

の手段 

６ 

問題解決の定義と手順について学ぶ。 

ブレーンストーミングと KJ 法につ

いて学ぶ。 

表計算ソフトを活用した問題解決に

ついて学ぶ。 

アルゴリズムとプログラミング、モデ

ル化とシミュレーション、データベー

スと情報検索などの問題解決のため

の手段を学ぶ。 

・問題解決の方法と手順に関心を

持っているか。 

・ブレーンストーミングで互いの

アイデアを出し合うことができ

るか。 

・表計算ソフトウェアを活用して

問題解決ができるか。 

・問題解決の方法と手順について

理解できるか。 

実習成果物 

ワークシート 

行動観察 

考査試験 

９
月 

２
節 

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム 

１ アルゴリ

ズムとは 

２ アルゴリ

ズムの基本構

造 

３ プログラ

ムの活用 ８ 

アルゴリズムについて学び、簡単なア

ルゴリズムをフローチャートで表現

できるようにする。 

順次・選択・繰り返しなどのアルゴリ

ズムの基本構造について学び、文章や

フローチャートで表現できるように

する。 

逐次探索、二分探索の方法について学

ぶ。 

交換法による並べ替えについて学ぶ。 

探索や並べ替えの方法については、カ

ードやコンピュータのソフトウェア

で体験的に確認する。 

・アルゴリズムやフローチャート

に興味を持っているか。 

・試行錯誤しながら，フローチャ

ート（または，文章表現）を作成

できるか。 

・探索や並べ替えのアルゴリズム

を理解できるか。 

実習成果物 

ワークシート 

行動観察 

考査試験 

10
月 

３
節 

モ
デ
ル
化
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン 

１ モデル化 

２ 動的モデ

ルのモデル化

とシミュレー

ション 

３ 確率的モ

デルとモデル

化のシミュレ

ーション 

シミュレーシ

ョンの活用 

７ 

モデル化の概念や手順について学ぶ。 

モデルの分類と、モデル化をする時の

注意点について学ぶ。 

不規則なものを含まない、時間の経過

によって対象が変化する現象のモデ

ル化とシミュレーションについて学

ぶ。 

不規則なものを含む現象のモデル化

とシミュレーションについて学ぶ。 

店舗と客の両方がより満足を得る待

ち行列の解消策を、モデル化とシミュ

レーションによって検討する。 

・具体的な現象についてのモデル

化に関心を持ち，意欲的に取り組

んでいるか。 

・動的に変化する現象や確率的に

変化する現象について理解でき

るか。 

・モデル図を書くことができる

か。 

・表計算ソフトを用いてシミュレ

ーションできるか。 

実習成果物 

ワークシート 

行動観察 

考査試験 

11
月 

１
節 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用 

１ 情報の収

集 

２ 情報の共

有 

◎ ネットワ

ークの活用 

３ 

検索サイトを用いて、効率よく情報を

収集する方法を学ぶ。 

情報の信憑性を確認する方法を学ぶ。 

ネットワークを利用した情報収集の

例を学ぶ。 

ネットワークを利用して情報を共有

する方法を学ぶ。 

情報を共有する際の注意を学ぶ。 

ネットワークを利用して情報を収集、

整理・分析、発表・発信し評価と改善

を行う方法を学ぶ。 

ネットワークを使った場合と、使わな

い場合の違いを理解する。 

・ネットワークを利用して情報を

収集することに意欲的に取り組

んでいるか。 

・情報の信憑性を判断できるか。 

・必要な情報を素早く検索できる

か。 

・AND，OR，NOT，シソーラス

を用いた情報検索の方法につい

て理解できるか。 

ワークシート 

行動観察 

考査試験 

12
月 

２
節 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

１ データベ

ースとは 

２ 身近なデ

ータベースの

活用 

◎ データベ

ースの活用 

６ 

データベースの概念と機能について

学ぶ。 

データベースの種類や特徴について

学ぶ。 

表計算ソフトのデータベース機能に

ついて学ぶ。 

データベースの定義と身近な活用例

について学ぶ。 

「図書室の貸し出し管理」を題材とし

て、データベースの具体的な作成方法

について学ぶ。 

・データベースの概念と役割につ

いて関心を持っているか。 

・身近なデータベースについて例

をあげて説明できるか。 

・表計算ソフトウェアのデータベ

ース機能について理解できるか。 

実習成果物 

ワークシート 

行動観察 

考査試験 



 

 

【課題・提出物等】 

１．ワークシート 

２．タイピング課題、文書作成課題、表計算課題 

３．画像編集作品、イラスト作品 

４．プレゼンテーション作品 

５．その他課題・レポート等 

【評価方法】 

中間・期末考査の成績、実技テスト、ワークシートや実習作品などの提出物の内容、プレゼンテーションの発表の仕方や内容、学習活動

への参加の態度、コンピュータリテラシーの習熟状況等を総合的に勘案して評価する。 

【留意事項】 

１．総授業時数の２分の１以上を実習に配当するが、講義もあるので筆記用具を持参する。 

２．常日頃からコンピュータ・情報関連のニュースを新聞等で読んでおくことが望ましい。 

３．公共の場であることを踏まえて、各種機器や備品類の取り扱いに注意する。 

４．道徳心や倫理観を持って授業に臨むことも必要不可欠といえる。 

５．機器類の状況が変化する可能性もあるため、予期せぬ事態においても柔軟に行動しようとする姿勢も必要である。 

 

１
月 

１
節 

情
報
化
に
よ
る
生
活
の
変
化 

１  社会を

支える情報

技術 

２  人にや

さしい情報

技術 

３  知的財

産権 

４ 

社会を支える情報技術について学ぶ。 

社会を支える情報技術の具体例につ

いて話し合う。 

情報バリアフリーやユニバーサルデ

ザインの考え方を学ぶ。 

ユビキタスネットワーク社会を構成

する情報技術について話し合う。 

ウェブアクセシビリティ、ユーザビリ

ティについて学ぶ。 

知的財産権、産業財産権とその保護に

ついて学ぶ。 

著作権、肖像権、パブリシティ権とそ

の保護について学ぶ。 

・社会を支える情報技術に興味を

持ち，積極的に調べているか。 

・位置情報サービス，電子マネー，

RFIDの利用方法について例をあ

げて説明できるか。 

・知的財産権等について正しい判

断ができるか。 

ワークシート 

行動観察 

考査試験 

２
月 

2

節 

情
報
技
術
に
よ
る
社
会
の

発
展 

１  ネット

ワークコミ

ュニケーシ

ョン 

２  情報社

会の発展と

諸問題 
４ 

コミュニケーションの変遷について、

歴史的に学ぶ。 

情報通信技術を利用したコミュニケ

ーションについて学ぶ。 

情報格差やテクノストレスなどの問

題について学び、その解消法について

話し合う。 

ネットワークコミュニケーションの

マナーについて学び、これを守るため

の方法について話し合う。 

クラウドコンピューティングについ

て学ぶ。 

・マナーを守ってネットワークコ

ミュニケーションを行えるか。 

・ネットワークコミュニケーショ

ンの手段について例をあげて説

明できるか。 

・情報社会の諸問題について，解

決方法を考えられるか。 

・クラウドコンピューティングに

ついて理解できるか。 

ワークシート 

行動観察 

考査試験 


